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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
あらかじめ形成される、自由流動性充填剤組成物であって、
ａ）充填剤と；
ｂ）一般式：
［Ｙ１Ｒ１Ｓｘ－］ｍ［Ｇ１（Ｒ２ＳｉＸ１Ｘ２Ｘ３）ａ］ｎ［Ｇ２］ｏ［Ｒ３Ｙ２］ｐ

を有したシラン化コアポリスルフィドである、第一のシラン
〔式中、
ここでＧ１の各々が、一般式：
［（ＣＨ２）ｂ－］ｃＲ４［－（ＣＨ２）ｄＳｘ－］ｅ；
によって表されるポリスルフィド基を含む、１から約３０の炭素原子を持つ多価の炭化水
素種から独立して選択され、
　Ｇ２の各々が、一般式：
［（ＣＨ２）ｂ－］ｃＲ５［－（ＣＨ２）ｄＳｘ－］ｅ；
によって表されるポリスルフィド基を含む、１から約３０の炭素原子の多価の炭化水素種
から独立して選択され、
　Ｒ１およびＲ３の各々が、１から約２０の炭素原子を持つ二価の炭化水素フラグメント
から独立して選択され；
　Ｙ１およびＹ２の各々が、シリル（－ＳｉＸ１Ｘ２Ｘ３）、水素、アルコキシ（－ＯＲ
６）、カルボン酸、エステル（－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ６）〔ここで、Ｒ６が、１から２０の炭
素原子を有した一価の炭化水素基である〕からなるものから独立して選択され；
　Ｒ２の各々が、－（ＣＨ２）ｆ－で表される直鎖炭化水素であり；
　Ｒ４の各々が、ａ＋ｃ＋ｅ－１個の水素が置き換えられた環状の、分岐の、および直鎖
のアルキル、アルケニル、アルキニル、アリール、およびアラルキル基を含む、ａ＋ｃ＋
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ｅの合計に等しい水素原子の置換によって得られる１から約２８の炭素原子の多価の炭化
水素フラグメント、または、１から２７の炭素原子の多価のヘテロカーボンフラグメント
から独立して選択され；
　Ｒ５の各々が、ｃ＋ｅ－１個の水素が置き換えられた環状の、分岐の、および直鎖のア
ルキル、アルケニル、アルキニル、アリール、およびアラルキル基を含む、ｃ＋ｅの合計
に等しい水素原子の置換によって得られる１から約２８の炭素原子の多価の炭化水素フラ
グメント、または、１から２７の炭素原子の多価のヘテロカーボンフラグメントから独立
して選択され；
　Ｘ１の各々が、－Ｃｌ、－Ｂｒ、－ＯＨ、－ＯＲ６、およびＲ６Ｃ（＝Ｏ）Ｏ－からな
る群から独立して選択され、ここでＲ６は、１から２０の炭素原子を有した任意の一価の
炭化水素基であり；
　Ｘ２およびＸ３の各々が、水素、Ｒ６〔ここで、Ｒ６が、１から２０の炭素原子を有し
た一価の炭化水素基である〕、Ｘ１〔ここで、Ｘ１が、－Ｃｌ、－Ｂｒ、－ＯＨ、－ＯＲ
６、およびＲ６Ｃ（＝Ｏ）Ｏ－からなる群から独立して選択され、式中、Ｒ６は、１から
２０の炭素原子を有した一価の炭化水素基である〕、および、シラノールの縮合によって
生じる－ＯＳｉ含有基からなる群から独立して選択され；
　下付き文字ａ、ｂ、ｃ、ｄ、ｅ、ｆ、ｍ、ｎ、ｏ、ｐ、およびｘが、ａ、ｃおよびｅが
１から約３；ｂが１から約５；ｄが１から約５；ｆが０から約５；ｍおよびｐが１から約
１００；ｎが１から約１５；ｏが０から約１０；ならびにｘが１から約１０、によって独
立して与えられる〕と；
そして任意選択で、
ｃ）一般式：
［Ｘ１Ｘ２Ｘ３ＳｉＲ１ＳｘＲ３ＳｉＸ１Ｘ２Ｘ３］
を有する第二のシラン〔式中、Ｒ１およびＲ３の各々は、一つの水素原子がシリル基（－
ＳｉＸ１Ｘ２Ｘ３）によって置換されている分岐のおよび直鎖の、アルキル、アルケニル
、アルキニル、アリール、もしくはアラルキル基を含む、１から約２０の炭素原子を持つ
二価の炭化水素フラグメントから独立して選択され、Ｘ１が、－Ｃｌ、－Ｂｒ、－ＯＨ、
－ＯＲ６、およびＲ６Ｃ（＝Ｏ）Ｏ－からなる群から独立して選択され、ここでＲ６が、
分岐のもしくは直鎖の、アルキル、アルケニル、アリール、もしくはアラルキル基を含む
、１から２０の炭素原子を持つ一価の炭化水素基であり、Ｘ２およびＸ３が、水素、Ｒ６

、Ｘ１、およびシラノールの縮合によって生じる－ＯＳｉ含有基からなる群から独立して
選択される〕とを、含有する、組成物。
【請求項２】
　前記充填剤が、シランに関して化学的に不活性である、請求項１に記載の自由流動性充
填剤組成物。
【請求項３】
　前記充填剤が、前記シランに対して化学的に反応性であり、シランが前記化学的に反応
性の充填剤に対して化学結合する、請求項１に記載の自由流動性充填剤組成物。
【請求項４】
　前記充填剤がカーボンブラックである、請求項２に記載の自由流動性充填剤組成物。
【請求項５】
　前記化学的に反応性の充填剤が、メタルヒドロキシ表面機能性を有する、請求項３に記
載の自由流動性充填剤組成物。
【請求項６】
　前記化学的に反応性の充填剤が、シリカ物質である、請求項５に記載の自由流動性充填
剤組成物。
【請求項７】
　前記シリカ物質が、シリカである、請求項６に記載の自由流動性充填剤組成物。
【請求項８】
　前記充填剤が、前記シランに関して不活性である充填剤と、シランに対して化学的に反
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応性であってそれと化学結合する充填剤との混合物である、請求項１に記載の自由流動性
充填剤組成物。
【請求項９】
　前記不活性な充填剤がカーボンブラックであり、化学的に反応性の充填剤がシリカであ
る、請求項８に記載の自由流動性充填剤組成物。
【請求項１０】
　前記シラン化コアポリスルフィドが、２－トリエトキシシリル－１，３－ビス－（３－
トリエトキシシリル－１－プロピルテトラチオ）プロパン、４－（２－トリエトキシシリ
ル－１－エチル）－１，２－ビス－（１３－トリエトキシシリル－３，４，５，６－テト
ラチアトリデシル）シクロヘキサン；４－（２－トリエトキシシリル－１－エチル）－１
，２－ビス（１３－トリエトキシシリル－３，４，５，６－テトラチアトリデシル）シク
ロヘキサン；４－（２－ジエトキシメチルシリル－１－エチル）－１，２－ビス－（１３
－トリエトキシシリル－３，４，５，６－テトラチアトリデシル）シクロヘキサン；４－
（２－トリエトキシシリル－１－エチル）－１，２－ビス－（１０－トリエトキシシリル
－３，４，５，６，７－ペンタチアデシル）シクロヘキサン；１－（２－トリエトキシシ
リル－１－エチル）－２，４－ビス－（１０－トリエトキシシリル－３，４，５，６，７
－ペンタチアデシル）シクロヘキサン；１－（２－トリエトキシシリル－１－エチル）－
２，４－ビス－（９－トリエトキシシリル－３，４，５，６－テトラチアノニル）シクロ
ヘキサン；２－（２－トリエトキシシリル－１－エチル）－１，４－ビス－（９－トリエ
トキシシリル－３，４，５，６－テトラチアノニル）シクロヘキサン；４－（２－トリエ
トキシシリル－１－エチル）－１，２－ビス－（８－トリエトキシシリル－３，４，５－
トリチアオクチル）シクロヘキサン；２－（２－トリエトキシシリル－１－エチル）－１
，４－ビス－（８－トリエトキシシリル－３，４，５－トリチアオクチル）シクロヘキサ
ン；４－（２－トリエトキシシリル－１－エチル）－１，２－ビス－（７－トリエトキシ
シリル－３，４－ジチアヘプチル）シクロヘキサン；２－（２－トリエトキシシリル－１
－エチル）－１，４－ビス－（７－トリエトキシシリル－３，４－ジチアヘプチル）シク
ロヘキサン；１－（２－トリエトキシシリル－１－エチル）－２，４－ビス－（７－トリ
エトキシシリル－３，４－ジチアヘプチル）シクロヘキサン；２－（２－トリエトキシシ
リル－１－エチル）－１－（７－トリエトキシシリル－３，４－ジチアヘプチル）－２－
（８－トリエトキシシリル－３，４，５－トリチアオクチル）シクロヘキサン；４－（２
－トリエトキシシリル－１－エチル）－１，２－ビス－（９－トリエトキシシリル－３，
４，５，６－テトラチアノニル）シクロヘキサン；４－（２－トリエトキシシリル－１－
エチル）－１，２－ビス－（９－トリエトキシシリル－３，４，５，６－テトラチアノニ
ル）シクロヘキサン；４－（２－トリエトキシシリル－１－エチル）－１，２－ビス－（
９－トリエトキシシリル－３，４，５，６－テトラチアノニル）ベンゼン；ビス－［２－
［４－（２－トリエトキシシリル－１－エチル）－３－（９－トリエトキシシリル－３，
４，５，６－テトラチアノニル）シクロヘキシル］エチル］テトラスルフィド；ビス－［
２－［４－（２－トリエトキシシリル－１－エチル）－３－（９－トリエトキシシリル－
３，４，５，６－テトラチアノニル）シクロヘキシル］エチル］トリスルフィド；ビス－
［２－［４－（２－トリエトキシシリル－１－エチル）－３－（７－トリエトキシシリル
－３，４－ジチアヘプチル）シクロヘキシル］エチル］ジスルフィド；ビス－［２－［４
－（２－トリエトキシシリル－１－エチル）－３－（９－トリエトキシシリル－３，４，
５，６－テトラチアノニル）フェニル］エチル］テトラスルフィド；ビス－［２－［４－
（２－トリエトキシシリル－１－エチル）－３－（９－トリエトキシシリル－３，４，５
，６－テトラチアノニル）ヘキシル］エチル］トリスルフィド：ビス－［２－［４－（２
－トリエトキシシリル－１－エチル）－３－（７－トリエトキシシリル－３，４－ジチア
ヘプチル）シクロヘキシル］エチル］ジスルフィド、およびそれらの混合物からなる群か
ら選択される、請求項１に記載の自由流動性充填剤組成物。
【請求項１１】
前記充填剤が、シランに関して化学的に不活性である、請求項１０に記載の自由流動性充
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填剤組成物。
【請求項１２】
　前記充填剤が、前記シランに対して化学的に反応性であり、シランが前記化学的に反応
性の充填剤に対して化学結合する、請求項１０に記載の自由流動性充填剤組成物。
【請求項１３】
　前記充填剤がカーボンブラックである、請求項１１に記載の自由流動性充填剤組成物
【請求項１４】
　前記化学的に反応性の充填剤が、メタルヒドロキシ表面機能性を有する、請求項１２に
記載の自由流動性充填剤組成物。
【請求項１５】
　前記化学的に反応性の充填剤が、シリカ物質である、請求項１４に記載の自由流動性充
填剤組成物。
【請求項１６】
　前記シリカ物質が、シリカである、請求項１５に記載の自由流動性充填剤組成物。
【請求項１７】
　前記充填剤が、前記シランに関して不活性である充填剤と、シランに対して化学的に反
応性であってそれと化学結合する充填剤との混合物である、請求項１０に記載の自由流動
性充填剤組成物。
【請求項１８】
　前記不活性な充填剤がカーボンブラックであり、化学的に反応性の充填剤がシリカであ
る、請求項１７に記載の自由流動性充填剤組成物。
【請求項１９】
　約３０から約９９．９重量パーセントの充填剤を含有し、組成物のバランスが、第一の
シラン（ｂ）または第一のシラン（ｂ）と第二のシラン（ｃ）との混合物である、請求項
１に記載の自由流動性充填剤組成物。
【請求項２０】
　約５０から約９０重量パーセントの充填剤を含有し、組成物のバランスが、第一のシラ
ン（ｂ）または第一のシラン（ｂ）と第二のシラン（ｃ）との混合物である、請求項１に
記載の自由流動性充填剤組成物。
【請求項２１】
　約３０から約９９．９重量パーセントの化学的に不活性な充填剤を含有し、組成物のバ
ランスが、第一のシラン（ｂ）または第一のシラン（ｂ）と第二のシラン（ｃ）との混合
物である、請求項１１に記載の自由流動性充填剤組成物。
【請求項２２】
　約５０から約９０重量パーセントの化学的に不活性な充填剤を含有し、組成物のバラン
スが、第一のシラン（ａ）または第一のシラン（ｂ）と第二のシラン（ｃ）との混合物で
ある、請求項１１に記載の自由流動性充填剤組成物。
【請求項２３】
　約８０から約９９．９重量パーセントの化学的に反応性の充填剤を含有し、組成物のバ
ランスが、第一のシラン（ｂ）または第一のシラン（ｂ）と第二のシラン（ｃ）との混合
物である、請求項１２に記載の自由流動性充填剤組成物。
【請求項２４】
　約９０から約９９．５重量パーセントの化学的に反応性の充填剤を含有し、組成物のバ
ランスが、第一のシラン（ｂ）または第一のシラン（ｂ）と第二のシラン（ｃ）との混合
物である、請求項１２に記載の自由流動性充填剤組成物。
【請求項２５】
　約５から約８５重量パーセントの化学的に不活性な充填剤と約１５から約９５重量パー
セントの化学的に反応性の充填剤、そして、約０．１から約１９重量パーセントの、第一
のシラン（ｂ）または第一のシラン（ｂ）と第二のシラン（ｃ）との混合物を含有する、
請求項１７に記載の自由流動性充填剤組成物。
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【請求項２６】
　約４０から約５重量パーセントの化学的に不活性な充填剤と約６０から約９５重量パー
セントの化学的に反応性の充填剤、そして、約０．１から約２０重量パーセントの、第一
のシラン（ｂ）または第一のシラン（ｂ）と第二のシラン（ｃ）との混合物を含有する、
請求項１７に記載の自由流動性充填剤組成物。
【請求項２７】
　前記微粒子充填剤が、約１５から約９５重量パーセントのシリカ物質と約５から約８５
重量パーセントのカーボンブラック、そして、約０．１から約７０重量パーセントの、第
一のシラン（ｂ）または第一のシラン（ｂ）と第二のシラン（ｃ）との混合物を含有する
、請求項１に記載の自由流動性充填剤組成物。
【請求項２８】
　前記微粒子充填剤が、約６０から約９５重量パーセントのシリカ物質と約４０から約５
重量パーセントのカーボンブラック、そして、約０．１から約７０重量パーセントの、第
一のシラン（ｂ）または第一のシラン（ｂ）と第二のシラン（ｃ）との混合物を含有する
、請求項１に記載の自由流動性充填剤組成物。
【請求項２９】
　前記シランが、重量比が約０．４３対約９９である、第一のシラン（ｂ）と第二のシラ
ン（ｃ）との混合物である、請求項１９に記載の自由流動性充填剤組成物。
【請求項３０】
　前記シランが、重量比が約１対約１９である、第一のシラン（ｂ）と第二のシラン（ｃ
）との混合物である、請求項１９に記載の自由流動性充填剤組成物。
【請求項３１】
　ラバー組成物であって、少なくとも一つのラバーと、請求項１、２、３、８、９、１０
、１１、１２、１７、１９、２１、２３および２５のいずれか一項に記載の自由流動性充
填剤組成物の少なくとも一つ、硬化剤、そして、任意選択で、硫黄化合物、活性化剤、遅
延剤、促進剤、加工添加剤、オイル、可塑剤、粘着付与樹脂、シリカ、充填剤、顔料、脂
肪酸、酸化亜鉛、ワックス、坑酸化剤およびオゾン劣化防止剤、素練り促進剤、強化剤、
およびそらの混合物からなる群から選択される、添加剤を含有する、組成物。
【請求項３２】
　前記ラバー組成物が、共役ジエンホモポリマーおよび共役ジエンコポリマー、少なくと
も一つの共役ジエンおよび芳香族ビニル化合物の共重合体、およびそれらの混合物からな
る群から選択される、少なくとも一つの硫黄加硫可能なラバーである、請求項３１に記載
のラバー組成物。
【請求項３３】
　前記ラバー組成物が、少なくとも一つの天然ラバーである、請求項３１に記載のラバー
組成物。
【請求項３４】
　前記ラバー組成物が、少なくとも一つのエマルション重合由来のラバーである、請求項
３１に記載のラバー組成物。
【請求項３５】
　前記ラバー組成物が、少なくともひとつの溶液重合由来のラバーである、請求項３１に
記載のラバー組成物。
【請求項３６】
　前記エマルション重合由来のラバーが、スチレン／ブタジエンラバー、エマルション製
造スチレン／ブタジエンラバー、エチレン－プロピレンコポリマーおよびエチレン－プロ
ピレンｔｅｒ－ポリマー、ブタジエン／アクリロニトリルラバー、ポリブタジエンラバー
、ならびにスチレン／ブタジエン／アクリロニトリルラバーからなる群から選択されるよ
うな、少なくとも一つのラバーである、請求項３１に記載のラバー組成物。
【請求項３７】
　前記溶液重合由来ラバーが、約５から約５０パーセントのビニル含量を含むスチレン／
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ブタジエンラバーである、請求項３５に記載のラバー組成物。
【請求項３８】
　前記溶液重合由来ラバーが、約９から約３６パーセントのビニル含量を含むスチレン／
ブタジエンラバーである、請求項３７に記載のラバー組成物。
【請求項３９】
　前記共役ジエンが、イソプレン、１，３－ブタジエン、スチレン、３α－メチルスチレ
ン、ならびにそれらの混合物からなる群から選択される、請求項３５に記載のラバー組成
物。
【請求項４０】
　前記ポリブタジエンが約９０重量パーセントであり、シス－１，４ブタジエン形態であ
る、請求項３５に記載のラバー組成物。
【請求項４１】
　前記ラバーが、シス－１，４－ポリイソプレンラバー、エマルション重合製造スチレン
／ブタジエンコポリマーラバー、有機溶液重合製造スチレン／ブタジエンラバー、３，４
－ポリイソプレンラバー、イソプレン／ブタジエンラバー、スチレン／イソプレン／ブタ
ジエンｔｅｒ－ポリマーラバー、シス－１，４－ポリブタジエン、中ビニルポリブタジエ
ンラバー（ここで、前記中ビニルポリブタジエンラバーは約３５から５０重量パーセント
のビニルを含む）、高ビニルポリブタジエンラバー（ここで、前記高ビニルポリブタジエ
ンラバーは約５０から７５重量パーセントのビニルを含む）、スチレン／イソプレンコポ
リマー、エマルション重合製造スチレン／ブタジエン／アクリロニトリルｔｅｒ－ポリマ
ーラバー、およびブタジエン／アクリロニトリルコポリマーラバーからなる群から選択さ
れる、請求項３１に記載のラバー組成物。
【請求項４２】
　前記エマルション重合由来のスチレン／ブタジエンが、約２０から約２８重量パーセン
トのスチレン含量を持つ、請求項３４に記載のラバー組成物。
【請求項４３】
　前記エマルション重合由来のスチレン／ブタジエンが、約３０から約４５重量パーセン
トのスチレン含量を含む、請求項４２に記載のラバー組成物。
【請求項４４】
　前記エマルション重合由来のスチレン／ブタジエン／アクリロニトリルｔｅｒ－ポリマ
ーラバーが、約２から約４０重量パーセントのアクロニトリルを含む、請求項４１に記載
のラバー組成物。
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